
役場からの
インフォメーション

LINEで道路の異状を通報できます！
問�道路異状の報告について
　 都市整備課 事業係　　　　☎ 932-1450（ダイヤルイン）　☎ 932-1151（内線225、228）
　 須恵町公式LINEについて
　 まちづくり課 広聴広報係　☎ 932-1153（ダイヤルイン）　☎ 932-1151（内線342）

　道路の穴ぼこ、路肩の崩壊など
の道路損傷、落下物や路面の汚れ
など、道路の異状をLINEアプリか
ら24時間通報することができま
す。LINEアプリでの通報は、国土
交通省の公式アカウント（国土交
通省道路緊急ダイヤル（#9910））
を友だち追加することで利用でき
ます。通報は右記の手順で、須恵
町LINE公式アカウントからも行
えます。

STEP1
「損傷報告」をタップ

STEP2�
「LINEアイコン」

をタップ STEP3�
友だち追加後

「トーク」をタップ

STEP4
こちらの画面から
通報ができます！

アザレアホール完全休館
のお知らせ
問�社会教育課 社会教育係
☎ 934-0030（ダイヤルイン）
☎ 932-1151（内線605）

　12月22日（月）は停電検査のため、アザレア
ホールを8時～17時までの間、完全休館します。
　館内への立ち入りは一切できませんのでご了承く
ださい。
● 窓口を閉鎖しますので、申請受け付けも行いませ

ん。ご迷惑をおかけしますがご了承ください。
● 当館管理施設の定期利用団体は、鍵の受け取りお

よび返却が通常と異なりますのでご注意ください。

令和8年
はたちのつどいを開催します
問�社会教育課 社会教育係
☎ 934-0030（ダイヤルイン）
☎ 932-1151（内線605）

▶ 日　時　令和8年1月11日（日）　10時～
▶ 場　所　アザレアホール須恵
 　　　　（須恵町大字上須恵1180-1）
▶ 対象者　平成17年4月2日から
 　　　　平成18年4月1日までに生まれた人
　対象者には、12月上旬に案内状を郵送します。
また、現在町外にお住まいで、はたちのつどいを
ふるさとの須恵町で迎えたい人も出席できます。
案内状を別途送付しますのでご連絡ください。

水が生き�暮らしも活きる�下水道
～2025�下水道展～
問 上下水道課
☎ 932-1445（ダイヤルイン）
☎ 932-1151（内線266）

　福岡県と須恵町を含む多々良川流域関連6町で
は、安全で快適な住環境を実現し、河川などの水質
汚濁を防止するために、必要不可欠な公共施設であ
る下水道について、理解と関心を深めていただくこ
とを目的に下水道展を開催します。
　皆さんお誘い合わせの上、多数のご来場をお待ち
しています。
▶ 日　時　11月30日（日）　9時～ 12時
▶ 場　所　多々良川浄化センター
 　　　　（粕屋町大字江辻705）
▶ 内　容　 下水処理施設場施設見学、ビデオ上映、

微生物観察、缶バッチ作り、スタンプ
ラリー、プレゼントコーナーなど

▶ その他
 ◦ 小学生以下のお子さんは、必ず保護者同伴で

お越しください。
 ◦ 悪天候の場合は、開催を中止することがあり

ますのでご了承ください。

▶ イベントに関する問い合わせはこちら
� 問 多々良川浄化センター　☎ 939-3413

福岡県下水道管理
センターホームページ
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早
い
も
の
で「
向
寒（
日
増
し

に
寒
く
な
る
こ
と
）」と
い
わ
れ

る
11
月
を
迎
え
ま
し
た
。
し
か

し
気
象
庁
の
予
報
で
は
、
地
球

温
暖
化
の
影
響
で
気
温
が
高
い

と
の
こ
と
で
す
。
猛
暑
の
疲
れ

が
残
っ
て
い
る
私
た
ち
の
身
体

は
さ
ま
ざ
ま
な
不
調
を
招
き
や

す
い
た
め
、
日
々
の
体
調
管
理

に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、今
号
は
10
月
17
日（
金
）、

須
恵
町
シ
ニ
ア
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会（
以
下
、若
杉
ク
ラ
ブ
）が
当
番

町
と
し
て
、ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須

恵
で
開
催
し
た
、令
和
7
年
度
糟

屋
郡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会（
以

下
、
郡
シ
連
）第
26
回
幹
部
研
修

会
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
参

加
者
は
、
他
町
老
連
1
６
７
人
、

若
杉
ク
ラ
ブ
1
２
0
人
の
合
計

２
８
７
人
で
し
た
。

■�

幹
部
研
修
会
の
趣
旨

　
こ
の
研
修
会
は「
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
指
導
者
の
皆
さ
ん
に
幅
広

い
知
識
や
経
験
を
習
得
し
て
い

た
だ
き
、各
町
の
活
動
内
容
の
更

な
る
充
実
に
取
り
組
ん
で
も
ら

う
」こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

大
会
の
テ
ー
マ
は「
の
ば
そ
う
健

康
寿
命
！ 

担
お
う
！ 

地
域
づ
く

り
を
～
会
員
増
強
の
課
題
解
決

に
向
け
て
行
動
し
よ
う
！
～
」で

す
。

■�

研
修
会
の
内
容

　
基
調
講
演
、
事
例
発
表
2
題
、

記
念
講
演
、
当
番
町
の
歓
迎
行

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
基
調
講
演

　 

須
恵
町
長 

平
松 

秀
一
氏
よ
り

「
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
存
在
に
つ

い
て
」の
講
演
が
行
わ
れ
、
健

康
づ
く
り
・
支
え
合
い
づ
く

り
・
生
き
が
い
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
に
は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
参
画
は
欠
か
せ
な
い
と

い
う
も
の
で
し
た
。
郡
シ
連

各
町
の
活
動
の
方
向
性
に
は
、

大
変
参
考
に
な
る
講
演
で
し

た
。

▼
若
杉
ク
ラ
ブ
の
事
例
発
表

　 

辻 

桂
子
副
会
長
よ
り「
須
恵

町
シ
ニ
ア
連
の
仲
間
づ
く
り

～
高
齢
者
が
楽
し
み
生
き
が

い
を
持
つ
活
動
を
通
し
て
～
」

の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
生

活
を
楽
し
む
活
動
と
地
域
を

豊
か
に
す
る
活
動
に
取
り
組

む
若
杉
ク
ラ
ブ
会
員
の
様
子

を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
し
ま
し

た
。
辻
副
会
長
の
熱
弁
も
あ

り
、
他
町
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
今
後
の
活
動
の
参
考
に
な

る
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

▼
記
念
講
演

　 

福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

常
務
理
事
の
飯
田 

み
ゆ
き
氏

よ
り「
老
人
ク
ラ
ブ
の
課
題
・

現
状
等
」の
講
演
が
行
わ
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
・
運
営
・

課
題
・
会
員
増
強
運
動
な
ど
に

つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
で
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
、
老
人
ク

ラ
ブ
数
、
会
員
数
減
少
の
主

な
要
因
と
会
員
増
強
運
動
は
、

今
後
の
活
動
の
示
唆
な
る
お

話
で
し
た
。

■�

開
催
町
と
し
て
の
所
感

　
当
番
町
と
し
て
は
、
平
成
28

年
以
来
6
年
ぶ
り
の
開
催
で
し

た
。
今
年
の
4
月
か
ら
研
修
会

の
内
容
や
役
割
分
担
に
つ
い
て

理
事
会
で
協
議
を
重
ね
、
8
月

定
例
役
員
会
に
幹
部
研
修
会
実

施
計
画
書
と
し
て
提
案
、
承
認

を
得
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
開
催

の
準
備
、そ
し
て
、開
催
当
日
の

関
係
者
の
皆
さ
ん
や
会
員
皆
さ

ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
で
成
功
裡

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
若
杉
ク
ラ
ブ
は
、「
の
ば
そ
う
！ 

健
康
寿
命
、
担
お
う
！ 

地
域
づ

く
り
を
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
多
く

の
仲
間
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
な
お
、未
加
入
の
人
は
、若
杉

ク
ラ
ブ
や
単
位
ク
ラ
ブ
の
行
事

へ
の
体
験
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
の
加
入
や
体
験
参

加
を
希
望
す
る
人
は
、
地
域
の

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問	

若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
所

（
須
恵
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎ 

９
３
３・２
１
６
０

切き
り

岸ぎ
し

に
息
ひ
そ
め
た
る
風
の
萩�

�

松
永
　
唯
道

新
米
の
取
れ
て
感
謝
や
彼
岸
花�

�

吉
松
　
義
廣

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
煌
々
と
今
日
の
月
　

�

諸
永
　
素
子

幽
玄
な
屏
風
の
中
の
桔
梗
か
な�

�

本
多
み
な
え

桔き
ち
こ
う梗
や
母
の
姿
の
蘇

よ
み
が
へ

る�
�

上
田
　
繭
結

草
の
花
濡
れ
て
朝
日
と
石
仏�

�

千
成
　
恵
子

盧ろ

山さ
ん

寺じ

の
余
白
に
咲
け
る
桔
梗
か
な�

�

樋
口
　
京
子

な
だ
れ
落
つ
萩
に
白
萩
こ
ぼ
れ
落
つ�

�
八
尋
　
風
華

地
を
覆
ひ
尽
し
た
後
の
葛
の
花�

�

平
野
　
文
子

（
吉
野
ヶ
里
に
て
）

暮
れ
な
づ
む
古
代
の
環か

ん
ご
う濠
女
郎
花
　
　
　

�

今
村
　
素
瓶

背
伸
び
し
て
真ま

す

赭ほ

の
芒
風
掴つ

か

む�
�

片
渕
は
つ
み

萩
揺
れ
て
め
ぐ
る
季
節
を
こ
ぼ
し
け
り�

�

今
村
　
浄
子

毎
月
第
１
水
曜
日
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
で
句
会
。

初
心
者
大
歓
迎
。（
松
永
　
☎
９
３
２・３
５
１
７
）

う
ぶ
す
な
句
会
会
員
募
集

俳
句
俳
句�

「
萩は

ぎ

・
彼ひ

岸が
ん

花ば
な

・
今
日
の
月
・
桔き

梗き
ょ
う・
草
の
花
・
葛く

ず

の
花
・
女お

み

な

え

し

郎
花
・
芒

す
す
き

」��

う
ぶ
す
な
句
会

１
点
も
取
れ
ず
に
終
わ
る
甲
子
園�

�

木
村
　
文
福

ス
ト
レ
ス
を
餌
に
し
て
い
る
ピ
ロ
リ
菌�

�

渡
辺
　
閑
牛

欲
し
い
の
は
一
生
を
計
る
砂
時
計�

�

泉
ス
イ
ゲ
ン

土
砂
降
り
を
耐
え
た
夫
婦
へ
来
る
小
春�

�

と
が
み
か
つ
す
け

砂
浜
で
拉
致
さ
れ
帰
国
で
き
ぬ
ま
ま�

�

上
田
　
多
門

ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
叶
わ
ぬ
恋
は
砂
に
書
く�

�

池
田
　
茂
代

童
心
に
戻
り
曾
孫
と
砂
遊
び�

�

山
本
　
む
つ

墓
石
を
不
法
投
棄
の
罰
当
た
り�

�

早
瀬
　
楽
包

捨
て
た
ゴ
ミ
食
べ
て
命
を
落
と
す
カ
メ�

�

安
原
美
智
子

ク
セ
玉
を
捨
て
て
ま
っ
す
ぐ
老
後
生
き�

�

杉
原
　
満
月

暮
ら
し
ぶ
り
映
し
て
み
せ
る
ゴ
ミ
袋�

�

上
原
　
ふ
み

断
捨
離
と
も
っ
た
い
な
い
が
バ
ト
ル
す
る�

�

カ
ト
レ
ヤ

プ
ラ
塵
の
山
が
地
球
の
色
を
変
え�

�

遠
藤
よ
り
子

捨
て
石
の
す
べ
て
を
積
ん
で
墓
と
成
す�

�

長
﨑
　
瑞
竹

川
柳
川
柳��

夢
現
代

「
川
柳
夢
現
代
」十
二
月
例
会
の
ご
案
内

　
12
月
６
日（
土
）13
時
30
分
か
ら
、ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル

須
恵
研
修
室
で
例
会
を
開
き
ま
す
。
今
回
の
お
題
は
、

　
◦
宿
題「
底
」「
添
う
」各
三
句

　
◦
互
選「
ソ
フ
ト
」一
句

と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
席
で
き
な
い
時
は
、投
句
の
み
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

初
心
者
も
大
歓
迎
！
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問 

夢
現
代
　
早
瀬
　
☎
９
３
３・１
５
８
８

若杉クラブだより

須恵町シニアクラブ連合会
会長　藤 英寿
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